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令
和
５
年
９
月
５
日
（
火
）、

「
令
和
５
年
度 

第
49
回
埼
玉
県　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
大
会
」

が
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
の
埼

玉
会
館
「
大
ホ
ー
ル
」
で
、

埼
玉
県
内
の
民
生
委
員
・
児

童
委
員
９
８
８
名
の
参
加
を

得
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
12
月
の
一
斉
改

選
後
の
新
体
制
と
し
て
、
ま

た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
縮
小
し

て
い
た
開
催
規
模
を
１
０
０

０
人
規
模
に
戻
し
て
の
開
催

で
あ
っ
た
た
め
当
日
は
多
く

の
参
加
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
か
ら
初
め
て
の
試

み
と
な
る
「
部
会
発
表
」
を

は
じ
め
、
充
実
し
た
大
会
の

模
様
を
本
誌
で
は
写
真
と
と

も
に
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

他の市町村委員との再会を喜ぶ姿も見られた入場口 多くの参加者でにぎわう会場

令和5年度 第49回 埼玉県民生 委員・児童委員大会開催報告
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令和5年度 第49回 埼玉県民生 委員・児童委員大会開催報告
プログラム
12：15　入場

信条朗読

主催者挨拶

表彰授与

来賓祝辞

受賞者代表謝辞

部会発表

大会宣言採択

閉会の言葉

16：00　閉会

開会の言葉

副会長　志子田　健一

副会長　藤崎　昇

副会長　磯部　恒子

白岡市篠津地区民児協
桃井　身代子

副会長　芦澤　吉一

◀◀◀

▶▶▶

▶▶▶

◀◀◀

◀◀◀
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埼
玉
県
と
の
共
催
に
よ
り
ま
す
令
和
５
年
度
第

49
回
埼
玉
県
民
生
委
員
・
児
童
委
員
大
会
を
開
催

で
き
ま
す
こ
と
、
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り

中
止
や
規
模
の
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
き
ま
し

た
本
大
会
は
、
４
年
ぶ
り
に
１
，
０
０
０
人
規
模

で
の
開
催
と
な
り
、
県
内
各
市
町
村
か
ら
ご
参
集

を
賜
り
ま
し
た
こ
と
、
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り
地
域
社
会
の
人
間

関
係
が
希
薄
化
し
、
単
身
世
帯
の
増
加
や
生
活
の

困
窮
、
孤
独
・
孤
立
問
題
、
な
ど
、
深
刻
さ
を
増

し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
介
護
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
、
虐
待
、
８
０
５
０
問
題
、
２
０
２
５
問
題

な
ど
、
複
数
の
分
野
に
ま
た
が
る
課
題
が
表
面
化

し
て
い
ま
す
。
行
政
の
支
援
を
整
備
し
て
い
く
こ

と
も
必
要
で
す
が
、
こ
れ
ら
の
課
題
は
「
気
づ

き
、
つ
な
ぐ
、
見
守
り
」
を
糧
と
す
る
民
生
委
員

の
活
動
と
し
て
持
続
可
能
に
も
っ
て
い
け
る
か
、

地
域
に
お
い
て
、
多
種
多
様
な
つ
な
が
り
や
支
え

合
い
の
関
係
を
広
げ
て
い
く
こ
と
も
重
要
と
考
え

ま
す
。

　
そ
こ
で
、
埼
玉
県
民
児
協
の
４
部
会
で
は
、
地

域
住
民
に
寄
り
添
う
た
め
に
、
欠
員
状
況
の
改
善

や
委
員
活
動
の
周
知
に
つ
い
て
、
ま
た
、
地
域
で

の
委
員
活
動
を
円
滑
に
す
る
た
め
に
、
研
修
の
方

法
や
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
主
任
児
童
委
員
の

連
携
に
つ
い
て
、
事
例
を
発
表
し
、
意
見
交
換
を

行
い
ま
す
。

　
全
民
生
委
員
に
情
報
を
伝
え
、
自
ら
活
動
す
る

こ
と
に
よ
り
、
埼
玉
県
に
お
け
る
社
会
福
祉
の
向

上
に
貢
献
で
き
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
大
会
を
契
機
と
し
て
、
私
た
ち
民
生
委

員
・
児
童
委
員
、
主
任
児
童
委
員
は
、
ポ
ス
ト
コ

ロ
ナ
社
会
に
お
い
て
も
、
常
に
地
域
住
民
に
寄
り

添
い
な
が
ら
、
誰
も
が
笑
顔
で
安
全
に
安
心
し
て

暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

主
催
者
挨
拶
埼
玉
県
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

会
長
　
寺
田 

治
子
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地
域
に
お
住
ま
い
の
か
た
が
安
心
・
安
全
に
生

活
す
る
に
は
、
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
、

地
域
福
祉
に
御
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
民
生
委

員
・
児
童
委
員
の
皆
さ
ま
の
御
活
躍
な
く
し
て
は

考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

あ
ら
ゆ
る
人
に
居
場
所
が
あ
り
、
活
躍
で
き
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
「
日
本
一
暮
ら
し
や
す
い
埼

玉
」
を
実
現
す
る
た
め
に
、
引
き
続
き
皆
さ
ま
の

お
力
を
お
借
り
し
た
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

長
年
に
わ
た
っ
て
地
域
の
福
祉
活
動
に
携
わ

り
、
そ
の
御
功
績
に
よ
り
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し

た
皆
さ
ま
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
心

か
ら
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
こ
れ

ま
で
の
御
労
苦
に
深
く
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
皆
さ
ま

に
も
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
県
民
の
皆

さ
ま
が
安
心
し
て
元
気
に
暮
ら
せ
る
よ
う
、
県
議

会
と
し
て
も
全
力
を
尽
く
し
て
い
き
ま
す
。

主
催
者
挨
拶

埼
玉
県
知
事
　
大
野 

元
裕

来
賓
祝
辞

埼
玉
県
議
会
議
長
　
立
石 

泰
広

来
賓
の
み
な
さ
ま

（
前
列
左
か
ら
）�

（
敬
称
略
）

埼
玉
県
議
会
議
長�

立
石　
泰
広

埼
玉
県
市
議
会
議
長
会
会
長�

須
長　
宣
延

埼
玉
県
児
童
福
祉
審
議
会
委
員
長�

田
口　
　
伸

埼
玉
県
保
護
司
会
連
合
会
会
長�

安
齋　
　
彰

（
後
列
左
か
ら
）

千
葉
県
民
生
委
員
児
童
委
委
員
協
議
会
副
会
長�

山
名　
恵
子

テ
レ
ビ
埼
玉
常
務
理
事�

島
村　
克
己

日
本
赤
十
字
社
埼
玉
県
支
部
支
部
長�

森
尾　
博
之
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大
　
会
　
宣
　
言

大
　
会
　
宣
　
言

　
令
和
４
年
12
月
に
一
斉
改
選
が
行
わ
れ
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
主
任
児
童
委
員
の
「
人
材
確
保
」
が
さ
ら
に
困
難
な
状
況
の
中
で
、
新
体
制
で
の
民
児
協
活

動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
新
任
委
員
や
任
期
の
浅
い
委
員
を
中
心
に
研
修
を
行
う
と
と
も
に
、
委
員
活
動
の
内
容
を
整
理
し
て
負
担
を
軽
減
し
、
支
援
体
制
の
整
備
に
よ
り

欠
員
状
況
の
改
善
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
ま
た
、
地
域
で
の
活
動
を
円
滑
に
す
る
た
め
に
は
、
委
員
活
動
に
つ
い
て
広
く
社
会
に
周
知
す
る
と
と
も
に
、
関
係
機
関
・
団
体
と
の
協
力
体
制
づ
く
り
を
進
め

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
４
月
か
ら
、「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会
の
実
現
を
め
ざ
す
」
新
た
な
司
令
塔
と
し
て
、
こ
ど
も
家
庭
庁
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
子
育
て
、
児
童
虐
待
、
ヤ
ン
グ
ケ

ア
ラ
ー
な
ど
こ
ど
も
に
対
す
る
支
援
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
地
域
に
お
い
て
は
引
き
続
き
、
学
校
等
関
係
機
関
と
の
協
働
や
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
主
任
児
童
委
員
の
連
携
強
化
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
本
大
会
で
は
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
を
一
層
充
実
す
る
た
め
、
県
民
児
協
の
４
部
会
が
事
例
発
表
を
行
い
、
冊
子
に
し
て
、
す
べ
て
の
民
生
委

員
・
児
童
委
員
、
主
任
児
童
委
員
に
情
報
を
伝
え
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
主
任
児
童
委
員
は
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
社
会
に
お
い
て
も
、
常
に
地
域
住
民
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
誰
も
が
笑
顔
で
安
全
に
安
心

し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。
こ
の
決
意
を
込
め
、
本
日
、
第
49
回
埼
玉
県
民
生
委
員
・
児
童
委
員
大
会
の
開
催
に
あ
た
り
、
次
の

と
お
り
宣
言
し
ま
す
。

一　
こ
ど
も
の
視
点
、
子
育
て
当
事
者
の
視
点
に
立
っ
て
、「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会
」
を
実
現
し
ま
す
。

一　
新
任
委
員
を
始
め
、
す
べ
て
の
委
員
に
、
可
能
な
限
り
対
面
で
の
研
修
を
実
施
し
ま
す
。

一　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
主
任
児
童
委
員
の
欠
員
状
況
に
つ
い
て
考
察
し
、
そ
の
改
善
に
取
り
組
み
ま
す
。

一　

�

す
べ
て
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
主
任
児
童
委
員
に
必
要
な
情
報
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
県
民
児
協
の
情
報
を
外
部
に
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

一　

�

こ
ど
も
の
権
利
を
守
る
た
め
に
、
ま
ず
正
し
く
理
解
し
、
こ
ど
も
だ
け
で
な
く
、
保
護
者
に
も
寄
り
添
い
な
が
ら
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
見
守
り
や
相
談
活

動
に
取
り
組
み
ま
す
。

�

令
和
５
年
９
月
５
日　
第
49
回
埼
玉
県
民
生
委
員
・
児
童
委
員
大
会
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越
谷
市　
　
猪　
俣　
レ
イ
子

川
口
市　
　
磯　
田　
は
る
み

川
口
市　
　
鈴　
木　
い
ず
み

本
庄
市　
　
橋　
本　
和　
也

春
日
部
市　
池　
田　
礼　
子

春
日
部
市　
菅　
原　
登
美
子

春
日
部
市　
中　
田　
礼　
子

草
加
市　
　
市　
川　
佐
規
子

入
間
市　
　
山　
本　
正　
次

朝
霞
市　
　
平　
松　
き
わ
子

朝
霞
市　
　
和　
智　
清　
美

朝
霞
市　
　
荻　
野　
起
与
子

朝
霞
市　
　
曽
根
田　
千
佳
子

朝
霞
市　
　
伊　
藤　
政　
古

朝
霞
市　
　
須　
田　
美
惠
子

朝
霞
市　
　
本　
間　
靜　
江

富
士
見
市　
鶴
瀬
東
地
区

民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

�

会
長　
戸　
塚　
れ
い
子

三
郷
市　
早
稲
田
第
１
地
区

民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

�

会
長　
齊　
藤　
澄　
子

三
郷
市　
東
和
西
第
１
地
区

民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

�

会
長　
中　
村　
清　
一

三
郷
市　
み
さ
と
団
地
地
区

民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

�

会
長　
志
子
田　
健　
一

蓮
田
市　
第
５
地
区

民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

�

会
長　
木　
村　
　
　
久

坂
戸
市　
中
央
第
二
地
区

民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

�

会
長　
佐　
藤　
和　
恵

鶴
ヶ
島
市　
第
三
地
区

民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

�

会
長　
望　
月　
　
　
峯

吉
川
市　
東
地
区

民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

�

会
長　
鈴　
木　
庄　
次

白
岡
市　
篠
津
地
区

民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

�

会
長　
矢　
島　
静　
江

伊
奈
町　
伊
奈
町

民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

�

会
長　
加　
藤　
　
　
衛

神
川
町　
神
川
町

民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

�

会
長　
木　
村　
葉　
子

杉
戸
町　
杉
戸
町

民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

�

会
長　
大　
橋　
登
喜
夫

新
座
市　
　
佐　
藤　
あ
さ
子

北
本
市　
　
多　
田　
正　
子

三
郷
市　
　
舟　
澤　
淑　
子

白
岡
市　
　
桃　
井　
身
代
子

三
芳
町　
　
小　
林　
二
三
子

三
芳
町　
　
鈴　
木　
理
恵
子

三
芳
町　
　
川　
合　
典　
子

三
芳
町　
　
西　
海　
貴
久
恵

宮
代
町　
　
島　
村　
正　
枝

加
須
市　
礼
羽
地
区

民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

春
日
部
市　
武
里
団
地
地
区

民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

越
谷
市　
大
相
模
地
区

民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

久
喜
市　
栗
橋
西
地
区

民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

川
越
市　
古
谷
地
区

民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

狭
山
市　
入
間
川
東
地
区

民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

坂
戸
市　
中
央
第
三
地
区

民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

鶴
ヶ
島
市　
第
二
地
区

民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

ふ
じ
み
野
市　
第
１
地
区

民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

川
口
市　
鳩
ヶ
谷
第
２
地
区

民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

鴻
巣
市　
笠
原
・
常
光
地
区

民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

戸
田
市　
美
笹
地
区

民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

新
座
市　
東
部
第
二
地
区

民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

熊
谷
市　
第
５
地
区

民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

行
田
市　
北
部
地
区

民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

川
越
市　
第
11
地
区

民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

�

会
長　
貫　
井　
壽　
子

川
越
市　
山
田
地
区

民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

�

会
長　
藤　
崎　
　
　
昇

秩
父
市　
第
五
地
区

民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

�

会
長　
坂　
本　
哲　
男

加
須
市　
水
深
地
区

民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

�

会
長　
小　
川　
良　
雄

東
松
山
市　
松
山
第
三
地
区

民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

�

会
長　
金　
杉　
　
　
明

羽
生
市　
中
央
地
区

民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

�

会
長　
鈴　
木　
康　
夫

鴻
巣
市　
箕
田
地
区

民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

�

会
長　
大　
島　
幸　
雄

鴻
巣
市　
吹
上
南
地
区

民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

�

会
長　
今　
井　
た
か
へ

上
尾
市　
上
尾
東
地
区

民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

�

会
長　
細　
野　
紀
江
子

草
加
市　
草
加
西
部
地
区

民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

�

会
長　
丹　
下　
和　
子

戸
田
市　
下
戸
田
地
区

民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

�

会
長　
磯　
部　
恒　
子

入
間
市　
東
金
子
地
区

民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

�

会
長　
星　
野　
ふ
み
子

桶
川
市　
東
第
１
地
区

民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

�

会
長　
齋　
藤　
君　
江

久
喜
市　
久
喜
第
２
地
区

民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

�

会
長　
木　
伏　
幸　
江

北
本
市　
東
間
深
井
地
区

民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

�
会
長　
赤　
沼　
幹　
江

民
生
委
員
及
び
児
童
委
員

民
生
委
員
及
び
児
童
委
員

知
事
功
労
章
受
章
者

知
事
功
労
章
受
章
者

��

〜〜
2626
名
〜
名
〜

優
良
民
生
委
員
・
児
童
委
員

優
良
民
生
委
員
・
児
童
委
員

協
議
会
受
賞
地
区

協
議
会
受
賞
地
区

��

〜〜
1515
地
区
〜

地
区
〜

永
年
勤
続
単
位
民
生
委
員
・

永
年
勤
続
単
位
民
生
委
員
・

児
童
委
員
協
議
会
会
長
表
彰

児
童
委
員
協
議
会
会
長
表
彰

受
賞
者

受
賞
者��
〜〜
2727
名
〜
名
〜

代表受領者
白岡市篠津地区民児協

桃井　身代子

代表受領者
戸田市下戸田地区民児協

磯部　恒子

代表受領者
鶴ヶ島市第二地区民児協

川上　和江

表彰
受賞者

（敬称略）
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研
修
部
会
で
は
平
成
29
年
の
民
生
委
員
制
度
創

設
１
０
０
周
年
の
際
に
提
案
さ
れ
た
「
地
域
版　

活
動
強
化
方
策
」
の
活
用
に
つ
い
て
検
討
を
進
め

て
い
ま
す
。
今
回
は
、「
定
例
会
の
活
性
化
」
を

目
的
に
「
地
域
版 

活
動
強
化
方
策
」
を
導
入
し

た
白
岡
市
民
児
協
の
取
り
組
み
を
報
告
し
ま
す
。

Ⅰ　
白
岡
市
民
児
協
の
取
り
組
み

　
白
岡
市
民
児
協
は
４
つ
の
単
位
民
児
協
か
ら
成

り
立
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
全
委
員
に
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
調
査
で
は
、
自
由

に
「
良
い
と
こ
ろ
」「
課
題
」「
気
に
な
っ
て
い
る

点
」
を
記
入
し
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
に
基
づ
い
て

20
項
目
の
選
択
肢
を
設
け
ま
し
た
。
記
入
方
法
に

つ
い
て
説
明
書
き
を
詳
細
に
記
載
し
て
、
回
答
者

が
迷
わ
な
い
よ
う
工
夫
し
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト

の
回
答
率
は
高
く
、
詳
細
な
情
報
を
提
供
す
る
委

員
も
い
れ
ば
、
項
目
だ
け
を
選
ん
で
記
入
す
る
委

員
も
い
ま
し
た
。

部
会
発
表
①
　
研
修
部
会

「「��
地
域
版
活
動
強
化
方
策
を

地
域
版
活
動
強
化
方
策
を

　
　
活
用
し
た
取
り
組
み

　
　
活
用
し
た
取
り
組
み

�
―

�
―
白
岡
市
民
児
協
―
」

白
岡
市
民
児
協
―
」

《アンケートで工夫した点① 集計のため20項目の選択肢を作成》

《アンケートで工夫した点② 記入方法の説明書きを詳細に記載》
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Ⅱ　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
得
ら
れ
た
結
果

　
委
員
の
思
い
や
悩
み
、
地
域
の
実
情
や
課
題
が

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、
新
任
委
員
か

ら
は
、
65
歳
以
上
の
方
の
実
態
調
査
に
対
す
る
不

安
が
挙
げ
ら
れ
、
こ
れ
に
対
す
る
対
策
が
定
例
会

で
検
討
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
白
岡
地
区
に
お
い

て
、
新
興
住
宅
地
域
と
農
村
地
域
で
異
な
る
課
題

が
浮
か
び
上
が
り
、
地
域
性
を
理
解
す
る
重
要
性

が
示
さ
れ
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
内
容
や
方
法
に

つ
い
て
も
改
善
点
が
見
つ
か
り
、
調
査
の
質
を
向

上
さ
せ
、
再
度
調
査
を
行
い
な
が
ら
方
策
を
ま
と

め
て
い
く
予
定
で
す
。

Ⅲ　
今
後
の
取
り
組
み
と
し
て

　

地
域
版 

活
動
強
化
方
策
と
し
て
、
４
地
区
ご

と
の
情
報
を
一
つ
の
冊
子
に
ま
と
め
、
市
内
で
の

情
報
共
有
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
定
例
会
の
活
性

化
を
目
指
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
明
ら
か
に

な
っ
た
委
員
の
意
見
や
課
題
を
活
用
し
て
、
よ
り

意
義
あ
る
定
例
会
を
実
現
す
る
方
針
で
す
。

Ⅳ　
ま
と
め

　

地
域
版 

活
動
強
化
方
策
は
、
委
員
同
士
が
意

見
を
共
有
し
、
活
動
方
針
を
決
定
す
る
た
め
の
有

力
な
手
段
で
す
。
地
域
に
合
わ
せ
た
方
法
で
取
り

入
れ
、
委
員
同
士
が
協
力
し
、
地
域
の
実
情
や
課

題
を
共
有
す
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
効
果
的
な
地

域
活
動
が
実
現
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。

〔
質
問
１
〕

　
調
査
結
果
に
お
い
て
関
心
の
高
か
っ
た
こ
と
は

何
で
す
か
？

〔
回
答
１
〕

　
20
項
目
の
内
「
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
」
が
全
体

の
25
％
と
な
っ
て
お
り
、
主
な
内
容
で
関
心
が
高

か
っ
た
の
は
『
単
身
高
齢
者
』
と
『
日
中
独
居
の

高
齢
者
』
の
孤
立
と
情
報
収
集
の
困
難
で
し
た
。

〔
質
問
２
〕

　
定
例
会
が
活
性
化
さ
れ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
た

点
は
何
で
す
か
？

〔
回
答
２
〕

　
地
区
に
よ
っ
て
連
絡
事
項
だ
け
で
終
え
て
し
ま

う
定
例
会
が
あ
る
た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ

り
提
出
さ
れ
た
課
題
等
を
取
り
上
げ
、
委
員
が
主

体
的
に
参
加
す
る
こ
と
で
、「
委
員
が
悩
み
や
困

難
を
気
軽
に
話
せ
る
場
」「
経
験
豊
富
な
委
員
や

役
員
に
と
っ
て
も
成
長
す
る
場
」
と
し
て
い
き
、

各
単
位
民
児
協
で
活
性
化
を
目
指
し
ま
す
。

今
後
の
展
望

　
民
児
協
の
メ
ン
バ
ー
同
士
の
情
報
共
有
を
通
じ

て
、
仲
間
意
識
と
継
続
意
欲
の
向
上
を
図
る
と
と

も
に
、
委
員
一
人
ひ
と
り
の
参
画
を
奨
励
し
、

個
々
の
思
い
や
考
え
を
率
直
に
表
現
す
る
こ
と
、

状
況
を
共
有
す
る
こ
と
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
評

価
を
尋
ね
る
だ
け
で
な
く
過
程
を
重
視
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

　
こ
の
理
念
に
基
づ
き
、
個
々
の
思
い
を
尊
重
す

る
活
動
方
針
が
形
成
さ
れ
、
定
例
会
が
活
性
化
す

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。�

（
芦
澤　
吉
一
）

（発表・写真右）副部会長　矢島　静江
（進行・写真左）部会長　　芦澤　吉一
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当
部
会
は
県
大
会
で
「
民
生
委
員
・
児
童
委
員

の
欠
員
を
考
え
る
」
と
題
し
て
報
告
い
た
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
参
加
し
た
皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見
・

ご
質
問
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
欠
員
は
全
国
的
に
多

く
、
欠
員
率
を
見
る
と
私
た
ち
の
埼
玉
県
で
は

９
・
７
%
で
、
全
国
の
６
・
３
％
を
超
え
て
い
ま

す
。

　
こ
の
欠
員
問
題
は
喫
緊
の
課
題
と
し
て
考
察
す

る
こ
と
が
必
要
と
考
え
、
全
て
の
部
会
員
に
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
欠
員
解
消
に
向
け
た
意
見

を
集
約
し
報
告
し
ま
し
た
。

　
第
１
に
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
欠
員
の
原
因

と
な
る
問
題
点
と
し
て
、

①
推
薦
期
間
４
項
目

②�

民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
の
マ
イ
ナ
ス
イ

メ
ー
ジ
化
９
項
目

③�

民
生
委
員
・
児
童
委
員
を
受
け
る
側
の
問
題
４

項
目

　
の
計
17
項
目
を
探
り
、
検
討
課
題
と
し
て
部
会

内
で
意
見
交
換
し
た
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
第
２
に
欠
員
地
域
へ
の
協
力
は
誰
が
行
っ
て
い

る
か
を
指
摘
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
中
で
協
力
し

て
い
る
民
生
委
員
・
児
童
委
員
へ
の
活
動
費
等
は

ど
の
よ
う
に
さ
れ
て
い
る
の
か
と
の
問
題
を
提
起

し
ま
し
た
。

　
第
３
は
「
欠
員
を
改
善
す
る
に
は
ど
う
あ
る
べ

き
か
」と
し
て
７
課
題
を
提
起
し
報
告
し
ま
し
た
。

　
課
題
１　

�

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
年
齢
制
限

に
つ
い
て
、
リ
ク
ル
ー
ト
の
対
象
を

広
げ
る
。（
20
歳
以
上
）

　
課
題
２　

�

就
労
者
が
活
動
し
や
す
い
よ
う
に
休

暇
制
度
等
の
充
実
を
働
き
か
け
る
。

　
課
題
３　
推
薦
会
の
あ
り
方
等
を
検
討
す
る
。

　
課
題
４　
欠
員
地
区
へ
の
補
充
を
検
討
す
る
。

　
課
題
５　

�

欠
員
地
区
で
の
協
力
委
員
へ
の
活
動

費
の
充
実
を
諮
る
。

　
課
題
６　

�

福
祉
協
力
員
・
こ
ど
も
民
生
委
員
の

協
力
を
検
討
す
る
。

　
課
題
７　

�

自
治
会
や
行
政
が
困
ら
な
い
の
で
あ

れ
ば
欠
員
が
あ
っ
て
も
良
い
の
で
は

な
い
か
。

部
会
発
表
② 

地
区
民
児
協
支
援
部
会

「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

��

欠
員
を
考
え
る
」

欠
員
を
考
え
る
」
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ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
第
１
か
ら
３
ま
で
を
提
起

し
、
出
席
者
か
ら
の
質
問
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

第
１
の
質
問
は
、「
欠
員
に
つ
い
て
、
私
た
ち

民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
考
察
す
る
必
要
が
あ
る

の
か
？
」
と
い
う
意
見
で
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て

は
、
欠
員
地
区
へ
の
協
力
は
隣
接
地
区
の
民
生
委

員
・
児
童
委
員
が
そ
の
穴
埋
め
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
欠
員
現
場
か
ら
の
意

見
を
自
治
体
に
真
摯
に
受
け
止
め
て
い
た
だ
く
こ

と
が
欠
員
解
消
へ
の
き
っ
か
け
と
な
る
も
の
と
確

信
し
て
い
る
と
回
答
し
ま
し
た
。

　
第
２
は
、
福
祉
協
力
員
・
こ
ど
も
民
生
委
員
に

つ
い
て
、
ま
た
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
守
秘
義

務
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　
当
然
、
守
秘
義
務
は
課
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

視
点
か
ら
福
祉
協
力
員
・
こ
ど
も
民
生
委
員
に

も
、
そ
の
義
務
を
十
分
に
踏
ま
え
た
研
修
を
充
実

し
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
回
答
し
ま

し
た
。

　
第
３
は
、
こ
ど
も
民
生
委
員
に
つ
い
て
質
問
を

受
け
ま
し
た
が
、
現
時
点
で
は
県
内
で
実
施
し
て

い
る
地
域
は
な
く
、
今
後
の
検
討
課
題
と
し
て
受

け
止
め
る
こ
と
と
回
答
し
ま
し
た
。

　
以
上
20
分
と
い
う
持
ち
時
間
で
し
た
が
、
充
実

し
た
報
告
・
討
議
が
な
さ
れ
、
ご
参
加
い
た
だ
い

た
皆
さ
ん
に
「
欠
員
問
題
」
を
提
起
で
き
た
こ
と

と
総
括
し
報
告
と
い
た
し
ま
す
。�

（
藤
崎　
昇
）

（発表・写真右）部会長　　藤崎　　昇
（進行・写真左）副部会長　市川　照夫

11 令和5年12月1日　No.175



部
会
発
表
③
　
広
報
部
会

「
活
動
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
活
用
」

「
活
動
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
活
用
」

　
広
報
部
会
で
は
、
活
動
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
活
用

推
進
を
図
る
た
め
、
市
町
村
民
児
協
や
単
位
民
児

協
で
の
活
用
事
例
を
紹
介
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。１　

発
行
し
た
活
動
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

　
令
和
４
年
10
月
に
広
報
部
会
か
ら
全
委
員
を
対

象
と
し
た
「
民
生
委
員
・
児
童
委
員　
主
任
児
童

委
員　
活
動
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」を
発
行
し
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
11
月
に
主
任
児
童
委
員
部
会
か
ら
主

任
児
童
委
員
を
対
象
と
し
た
「
笑
顔
を
つ
な
ご
う　

主
任
児
童
委
員　
活
動
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
を
発
行

し
ま
し
た
。

２　
発
行
の
ね
ら
い

⑴ 

時
代
的
背
景

・�

経
験
の
浅
い
１
～
２
期
目
の
委
員
が
全
体
の
約

半
数
を
占
め
ま
す
。

・�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
、
研
修

や
活
動
が
制
限
を
受
け
、
ス
キ
ル
向
上
の
阻
害

要
因
と
な
り
ま
し
た
。

⑵ 

目
的

・�

委
員
が
自
己
学
習
で
き
る
教
材
の
提
供

・�

市
町
村
民
児
協
や
単
位
民
児
協
の
定
例
会
や
研

修
で
活
用
で
き
る
資
料
の
提
供

⑶ 

工
夫
し
た
点

・�

分
野
別
に
並
べ
、
知
り
た
い
対
象
を
見
つ
け
や

す
く
し
ま
し
た
。

・�

Ｑ
＆
Ａ
方
式
に
し
て
、
疑
問
と
対
応
を
解
り
や

す
く
し
ま
し
た
。

・�

メ
モ
欄
を
各
ペ
ー
ジ
に
設
け
、
記
入
し
や
す
く

し
ま
し
た
。

３　
活
用
事
例

⑴ 
活
用
事
例
の
説
明

　

�　
三
郷
市
民
児
協
、
松
伏
町
民
児
協
、
狭
山
市

民
児
協
、
桶
川
市
民
児
協
、
本
庄
市
民
児
協
、

熊
谷
市
民
児
協
（
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
）
の
活
動

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
活
用
事
例
を
紹
介
し
ま
し
た
。

⑵ 

活
動
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
効
果

・�

定
例
会
で
活
動
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
利
用
す
る
こ

と
に
よ
り
、
話
し
合
い
の
内
容
が
具
体
的
に
な

り
ま
し
た
。

・�

事
例
に
対
す
る
ア
ン
サ
ー
が
方
向
性
を
示
し
、

理
解
し
や
す
い
資
料
で
す
。

・�

事
例
に
よ
り
、
経
験
が
な
い
こ
と
も
場
面
が
想

定
で
き
、
事
前
に
心
構
え
が
で
き
ま
す
。
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４　
質
問
な
ど

⑴ �
松
伏
町
民
児
協
が
定
例
会
で
取
り
上
げ
る

テ
ー
マ
は
、
事
前
に
決
め
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。

【
回
答
】
今
ま
で
は
、
そ
の
と
き
の
情
勢
に
合
わ

せ
て
、
事
前
に
役
員
で
決
め
て
い
ま
し
た
。

⑵ �

吉
見
町
民
児
協
で
の
事
例
で
す
。
熱
中
症
で

救
急
搬
送
の
際
、
救
急
隊
員
か
ら
民
生
委
員

に
同
乗
し
て
欲
し
い
と
言
わ
れ
、
病
院
ま
で

同
乗
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
医
師
か
ら
経

過
報
告
を
し
た
い
と
言
わ
れ
、さ
す
が
に
断
っ

た
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
と

き
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

【
回
答
】
友
人
な
ど
で
あ
れ
ば
、
同
乗
も
考
え
ら

れ
ま
す
が
、
一
般
的
な
民
生
委
員
と
見
守
り
対
象

者
の
関
係
で
あ
れ
ば
、
救
急
車
に
は
同
乗
す
べ
き

で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
民
児
協
と
し
て
、
救
急

隊
と
の
間
で
、
事
前
に
方
針
を
定
め
て
お
く
こ
と

も
必
要
か
と
思
い
ま
す
。

⑶ �

本
庄
市
児
玉
第
一
地
区
民
児
協
か
ら
活
用
事

例
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

　

 �

活
動
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
定
例
会
の
と
き
に
全

員
で
読
み
合
わ
せ
、
ほ
ぼ
一
回
り
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
活
動
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
ジ
ャ
ン
ル

ご
と
に
問
題
点
を
追
及
し
て
い
こ
う
と
考
え

て
い
ま
す
。
活
動
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
は
、
た
い

へ
ん
役
に
立
っ
て
い
ま
す
。

５　
今
後
の
展
望

　
「
活
動
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
は
、
制
度
変
更
の
都

度
、
改
定
版
を
出
す
の
が
理
想
で
す
が
、
コ
ス
ト

的
に
も
、
体
力
的
に
も
難
し
い
た
め
、
次
の
一
斉

改
選
の
令
和
７
年
12
月
に
第
２
版
を
発
行
す
る
予

定
で
す
。

（発表・写真右）
　部会長　　志子田　健一

（進行・写真左）
　副部会長　藤野　美佐子

　
よ
り
よ
い
第
２
版
と
す
る
た
め
、
追
加
し
た
い

内
容
（
Ｑ
部
分
）、
他
に
考
え
ら
れ
る
対
応
（
Ａ

部
分
）、
内
容
と
し
て
疑
問
を
感
じ
る
も
の
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
広
報
部
会
、
埼
玉
県
民
児
協
事
務

局
ま
で
、
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

�

（
志
子
田　
健
一
）
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部
会
発
表
④
　
主
任
児
童
委
員
部
会

「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と

「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と

　
　
　
主
任
児
童
委
員
の

　
　
　
主
任
児
童
委
員
の

��

連
携
に
つ
い
て
」

連
携
に
つ
い
て
」

　

主
任
児
童
委
員
部
会
は
、「
民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
主
任
児
童
委
員
の
連
携
に
つ
い
て
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
発
表
し
ま
し
た
。

現
状
と
課
題

　
担
当
区
域
を
持
た
な
い
主
任
児
童
委
員
に
と
っ

て
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
の
連
携
は
必
要
不

可
欠
で
す
が
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
か
ら
は

「
主
任
児
童
委
員
の
こ
と
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
」、

ま
た
、
主
任
児
童
委
員
か
ら
は
「
主
任
児
童
委
員

の
活
動
が
理
解
さ
れ
て
い
な
い
気
が
す
る
」
と
の

声
を
耳
に
し
ま
す
。
連
携
し
て
い
く
た
め
に
は
、

相
互
理
解
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。

◇
市
町
村
事
例
か
ら
見
え
る
こ
と

　
主
任
児
童
委
員
部
会
で
行
っ
た
情
報
交
換
の
中

で
、
わ
か
り
や
す
か
っ
た
事

例
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。

　
身
近
な
相
談
相
手
と
し
て
寄
り
添
う
に
は
、
民

生
委
員
・
児
童
委
員
と
主
任
児
童
委
員
が
日
頃
か

ら
連
携
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
自
分
自
身
で

聴
き
、
考
え
、
伝
え
る
こ
と
が
、
理
解
を
し
て
も

ら
う
た
め
に
も
重
要
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。

相
互
理
解
を
図
る
た
め
に

　
今
後
意
識
す
べ
き
こ
と
を
、
主
任
児
童
委
員
部

会
の
取
り
組
み
と
併
せ
て
考
え
ま
し
た
。

・
定
例
会
は
、
主
任
児
童
委
員
の
活
動
を
伝
え
る

こ
と
が
で
き
る
大
切
な
機
会
で
す
。
定
例
会
を
通

し
て
周
知
・
理
解
を
図
り
、
民
生
委
員
・
児
童
委
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員
と
一
緒
に
活
動
す
る
こ
と
に
よ
り
、
情
報
共
有

す
る
機
会
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

主
任
児
童
委
員
部
会
の
活
動
に
つ
き
ま
し
て
も
、

す
べ
て
の
委
員
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
考

え
て
い
き
ま
す
。

・
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
主
任
児
童
委
員
の
合

同
研
修
会
を
開
催
し
、
知
識
を
身
に
つ
け
、
こ
ど

も
た
ち
を
取
り
巻
く
問
題
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え

る
機
会
を
作
れ
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。

・
主
任
児
童
委
員
活
動
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
に
関
し
て

も
、
状
況
の
変
化
に
対
応
し
て
内
容
を
見
直
し
、

主
任
児
童
委
員
の
活
動
が
理
解
で
き
、
よ
り
活
用

し
や
す
い
も
の
に
し
て
い
き
ま
す
。

発
表
後
の
質
問
・
回
答

①�

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
活
用
で
き
て
い
な
い
状
況
な

の
で
、
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
る
か
教
え
て

ほ
し
い

【
回
答
】
桶
川
市
で
は
、
新
任
の
主
任
児
童
委
員

が
多
か
っ
た
た
め
、
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
活
用
し
て

勉
強
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
再
任
の
主
任
児
童
委

員
部
会
員
が
講
師
役
と
な
り
説
明
を
し
、
質
問
を

受
け
付
け
ま
し
た
。
市
の
主
任
児
童
委
員
連
絡
会

の
最
後
に
、
質
問
が
あ
る
か
聞
く
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。

②�

子
育
て
支
援
活
動
や
連
携
に
つ
い
て
他
の
市
町

村
事
例
も
知
り
た
い

【
回
答
】
三
郷
市
で
は
、
子
育
て
支
援
活
動
は
、

主
任
児
童
委
員
と
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
一
緒

に
行
っ
て
い
ま
す
。
各
小
・
中
学
校
に
対
し
て
、

連
絡
窓
口
と
な
る
主
任
児
童
委
員
を
決
め
、
ス

ム
ー
ズ
に
連
携
、
情
報
共
有
で
き
る
よ
う
に
し
、

学
校
ご
と
に
担
当
す
る
地
区
の
委
員
名
簿
を
一
つ

の
フ
ァ
イ
ル
に
し
て
渡
し
て
い
ま
す
。
民
生
委

員
・
児
童
委
員
や
主
任
児
童
委
員
に
関
す
る
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
も
フ
ァ
イ
ル
に
入
れ
て
い
ま
す
。

③�
分
科
会
テ
ー
マ
の
事
例
に
つ
い
て
知
り
た
い

（
勉
強
し
た
い
）

【
回
答
】
事
例
は
個
人
情
報
で
あ
る
た
め
周
知
は

難
し
い
の
で
、
今
後
研
修
会
等
で
事
例
検
討
を
行

え
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
の
展
望

　
参
考
と
な
る
事
例
を
周
知
す
る
に
は
許
可
が
必

要
で
す
。
そ
の
中
で
い
か
に
情
報
共
有
し
て
い
く

か
、
大
き
な
課
題
で
す
。
四
つ
の
分
科
会
そ
れ
ぞ

れ
の
視
点
で
考
え
、
お
伝
え
す
る
方
法
を
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
の
皆
様
や
学
校
を
は
じ
め
と
す
る

関
係
機
関
の
方
々
に
も
、
ま
だ
ま
だ
主
任
児
童
委

員
の
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
な
い
の
も
現
状
で
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
共
に
よ
り
広
く
知
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
主
任
児
童
委
員
部
会
と
し
て

考
え
て
ま
い
り
ま
す
。

�

（
直
井　
千
秋
）

（発表・写真右）部会長　　直井　千秋
（進行・写真左）相談役　　磯部　恒子
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見
た
目
の
美
し
さ
も
さ

る
こ
と
な
が
ら
紙
そ
の

も
の
の
強
靭
性
が
求
め

ら
れ
ま
し
た
。
細
川
紙

を
は
じ
め
、
小
川
町
・

東
秩
父
村
周
辺
で
漉
か

れ
る
和
紙
は
「
小
川
和

紙
」
と
総
称
さ
れ
、
大

和
ち
り
紙
（
や
ま
と
ち

り
が
み
）・
画
仙
紙
（
が

せ
ん
し
）・
染
紙
・
名

刺
・
賞
状
用
紙
・
は
が

き
や
便
せ
ん
な
ど
、様
々

な
用
途
の
紙
が
つ
く
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

細
川
紙
は
、

楮
（
こ
う
ぞ
）

を
原
料
と
し
た

伝
統
的
な
手
漉

き
和
紙
で
、
現

在
は
小
川
町
と

東
秩
父
村
で
伝

承
さ
れ
て
い
ま

す
。
未
晒
し
の

純
楮
紙
な
ら
で

は
の
強
靭
さ
と
、

素
朴
な
が
ら
つ

や
や
か
な
光
沢
を
も
ち
、

地
合
が
し
ま
り
紙
面
が

毛
羽
立
ち
に
く
く
、
剛

直
で
雅
味
に
富
ん
だ
味

わ
い
が
あ
り
ま
す
。

　

細
川
紙
の
製
作
技
術

は
昭
和
53
年
に
国
の
重

要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、

平
成
26
年
に
ユ
ネ
ス
コ

の
無
形
文
化
遺
産
代
表

一
覧
表
に
記
載
さ
れ
ま

し
た
。
江
戸
の
商
家
や

町
方
・
村
方
で
の
帳
面

用
紙
、
庶
民
の
生
活
必

需
品
と
し
て
好
ま
れ
、

比
ひ

企
き

郡
ぐ ん

小
お

川
が わ

町
ま ち

・秩
ち ち

父
ぶ

郡
ぐ ん

東
ひがし

秩
ち ち

父
ぶ

村
む ら

「細
ほ そ か わ が み

川紙」
埼玉県の文化財紹介 －今回は埼玉県内の重要無形文化財を紹介いたします－

埼
玉
県
民
児
協
だ
よ
り 

No.
１
７
５
号

令
和
５
年
12
月
1
日
発
行

〈
発
行
人
〉
寺
田
治
子　
〈
編
集
人
〉
志
子
田
健
一

〈
発
行
所
〉
一
般
財
団
法
人
埼
玉
県
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会　
　
　
　
　
　
　
〒
3
3
0-

0
0
7
5　
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
針
ヶ
谷
4-

2-

65　

彩
の
国
す
こ
や
か
プ
ラ
ザ
内　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

T
E
L 
：
0
4
8
（
8
2
2
）
1
1
9
7　
F
A
X
： 

0
4
8
（
8
2
4
）
6
5
8
6

今後の予定

12月
1日 広報部会（Dチーム編集会議）すこやかプラザ

7日 地区民児協支援部会 すこやかプラザ

14日 正副会長会議 すこやかプラザ

19日 広報部会（校正会議） すこやかプラザ

1月
18日 正副会長会議 すこやかプラザ

2月
15日 正副会長会議 すこやかプラザ

〒330-0075 さいたま市浦和区針ヶ谷４-２-65
彩の国すこやかプラザ
一般財団法人
埼玉県民生委員・児童委員協議会 広報係宛

「民生委員・児童委員の声」原稿募集中

提
出
先

ご当地の名物を、東秩父村民児協の
鈴木洋三会長に紹介していただきます。

　「あずきすく
い」は埼玉県内
唯一の村で育ま
れ、昔から「ふ
るさとの味」と
して親しまれて
いる伝統ある田

舎の料理を代表する逸品です。「あずき
すくい」の名称は、小麦粉の麺を小さ
な「箕（み）」で小豆をすくいながら食
べることから命名されました。小麦と
小豆の素材のハーモニーが、なつかし
さと新鮮な味わいを醸し出します。

東秩父村郷土料理東秩父村郷土料理

「「あずきすくいあずきすくい」」!!!!

　
先
日
「
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
」
の
研
修
を
受
講
し
ま
し

た
。

　
日
頃
、
何
気
な
く
声
が
け
し
て
い
る
言
葉
が
、
時
に

は
相
手
の
命
を
継
げ
る
「
魔
法
の
こ
と
ば
」
に
な
る
こ

と
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
民
児
協
だ
よ
り
」
で
ご
案
内
し
て
い
る
記
事
が
委
員

皆
様
お
一
人
お
一
人
の
興
味
に
つ
な
が
り
、
活
動
の
糧

に
な
り
ま
す
事
を
願
っ
て
日
々
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

�

（
藤
野　
美
佐
子
）

編
集
後
記

部
会
長	

志
子
田　
健
一

副
部
会
長	

藤
野　
美
佐
子

副
部
会
長	

大
島　
幸
雄

部
会
員	

明
戸　
恵
子

部
会
員	

江
森　
幸
一

部
会
員	

中
村　
文
雄

部
会
員	

大
野　
伸
廣

▼175号は県民児協
広報部会Ｂチームで
編集、校正しました。

16令和5年12月1日　No.175


